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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年8月21日(2014.8.21)

【公表番号】特表2013-545734(P2013-545734A)
【公表日】平成25年12月26日(2013.12.26)
【年通号数】公開・登録公報2013-069
【出願番号】特願2013-536812(P2013-536812)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/08     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  16/18    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ  16/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ  19/08    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月7日(2014.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号４２および４４に示される配列を含む抗体のヒトＤＫＫ１への結合を交差遮断
する、および／または配列番号４２および４４に示される配列を含む抗体によって、ヒト
ＤＫＫ１への結合から交差遮断される、単離された抗体またはその断片。
【請求項２】
　配列番号２のアミノ酸９８～１０４および１１４～１３８の不連続エピトープに特異的
に結合し、ヒトＤＫＫ１活性を阻害する、単離された抗体またはその断片。
【請求項３】
　エピトープが高次構造的である、請求項２に記載の抗体またはその断片。
【請求項４】
　Ｋｒｅｍｉｎ２のヒトＤＫＫ１への結合を遮断しない、請求項１に記載の抗体またはそ
の断片。
【請求項５】
　１．３０Ｅ－０３以下のＫｄでヒトＤＫＫ１と結合する、請求項４に記載の抗体または
その断片。
【請求項６】
　患者において骨塩密度を増加させる、請求項１～５に記載の抗体またはその断片。
【請求項７】
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　配列番号９７～２２８から選択される対応するＣＤＲ配列と少なくとも９０％の同一性
をそれぞれ有する少なくとも３つのＣＤＲを含み、ヒトＤＫＫ１と結合する、請求項６に
記載の抗体またはその断片。
【請求項８】
　配列番号９７～２２８から選択されるＣＤＲ配列と少なくとも９５％のパーセント同一
性を有し、ヒトＤＫＫ１と結合する、請求項７に記載の抗体またはその断片。
【請求項９】
　配列番号９７～１０２、１０３～１０８、１０９～１１４、１１５～１２０、１２１～
１２６、１２７～１３２、１３３～１３８、１３９～１４４、１４５～１５０、１５１～
１５６、１５７～１６２、１６３～１６８、１６９～１７４、１７５～１８０、１８１～
１８６、１８７～１９２、１９３～１９８、１９９～２０４、２０５～２１０、２１１～
２１６、２１７～２２２、および２２３～２２８からなる群から選択されるＣＤＲを含む
、請求項７に記載の抗体またはその断片。
【請求項１０】
　配列番号１２、１６、２０、２４、２８、３２、３６、４０、４４、４８、５２、５６
、６０、６４、６８、７２、７６、８０、８４、８８、９２、および９６に示される配列
と少なくとも８５％の同一性を有するポリペプチドを含む重鎖を含む、請求項１に記載の
抗体またはその断片。
【請求項１１】
　１０、１４、１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、４６、５０、５４、５８、
６２、６６、７０、７４、７８、８２、８６、９０、および９４に示される配列と少なく
とも８５％の同一性を有するポリペプチドを含む軽鎖を含む、請求項１に記載の抗体また
はその断片。
【請求項１２】
　配列番号１０および１２、１４および１６、１８および２０、２２および２４、２６お
よび２８、３０および３２、３４および３６、３８および４０、４２および４４、４６お
よび４８、５０および５２、５４および５６、５８および６０、６２および６４、６６お
よび６８、７０および７２、７４および７６、７８および８０、８２および８４、８６お
よび８８、９０および９２、ならびに９４および９６を含む配列対から選択される軽鎖お
よび重鎖の両方を含む、請求項１０または１１に記載の抗体。
【請求項１３】
　１×１０－７Ｍ未満の親和性を有し、ＤＫＫ１活性を阻害する、請求項１０、１１、ま
たは１２に記載の抗体を含む、骨障害を治療するための薬学的組成物。
【請求項１４】
　骨障害が、骨折である、請求項１３に記載の薬学的組成物。
【請求項１５】
　抗体が、表１に示される抗体２．４．１、２．２０．１、２．３７．１、２．４０．１
、２．４１．１、２．４７．１、５．１７．１、５．２３．１、５．２５．１、５．３１
．１、５．３２．１、５．４０．１、５．６５．１、５．７６．１、５．７７．１、５．
７８．１、５．８０．１、５．８５．１、６．３７．５、６．１１６．６、６．１３９．
５、および６．１４７．４からなる群から選択される、請求項１４に記載の薬学的組成物
。
【請求項１６】
　請求項１０、１１、または１２に記載の抗体または断片を含む、薬学的組成物。
【請求項１７】
　薬学的に許容される賦形剤、希釈剤、または担体のうちの１つ以上と組み合わされる、
請求項１０、１１、または１２に記載の抗体またはその断片。
【請求項１８】
　骨折修復を加速させるための薬学的組成物であって、ＤＫＫ１抗体およびスクレロスチ
ン抗体の組み合わせを含む、薬学的組成物。
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【請求項１９】
　前記抗体が、同時に投与される、請求項１８に記載の薬学的組成物。
【請求項２０】
　前記抗体が、骨折から１日以内に投与される、請求項１９に記載の薬学的組成物。
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